
教科・区分

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理科

１．教科に関する調査結果の概要

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成３０年４月１７日（火）に、６年生を対象とし
て、「教科（国語，算数，理科）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。
　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。
　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。
　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過
ぎません。本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

平成３０年度　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

・　どの領域においても、全国の平均正答率を大きく上回っている。無解答率も低かった。
・　角の大きさを求める問題、問題を正しく読み取り、その規則性を解釈し、答える問題等について
　の正答率が高い。
・　２つのグラフ（棒グラフ、帯グラフ）から読み取れることを適切に判断する問題はやや正答率が
　低かった。

上回っている

質問紙調査の結果分析

　全体的に全国比と同じような結果になっています。
　学校での学習及び、規範意識において高い結果が
見られました。特に、「学級の友達との間で話し合う活
動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができている。」と考えている児童が多くいました。学
校全体で取り組んでいる「話し合い」や「交流活動」（主
体的・対話的で深い学び）の成果が出ているようで
す。今後も学校全体で推進していきたいと考えていま
す。
　生活習慣、学習習慣の項目（家庭学習の時間や朝
食を食べる習慣）では、全国平均に比べ、低い傾向が
見られました。

学力調査の分析（傾向や特徴）

上回っている

・　全体的によくできていた。「量と測定」に比べ、「数と計算」の領域について低い傾向が見られた。
・　角の大きさを求める問題、単位量や百分率を求める問題の正答率が高かった。 上回っている

・　全ての領域において全国の平均正答率を上回っていた。特に「読むこと」の正答率が高い。
・　「目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考える」の正答率が、全国の平均正答率と
　比べ非常に高かった。
・　選択式に比べ、記述式の問題においてやや低い傾向が見られた。

上回っている

全国平均正答率
との比較

上回っている

・　全ての領域において全国の平均正答率を上回っていた。特に「伝統的な言語文化と国語の特
　質に関する事項」について高い正答率が見られた。
・　文を正しく読み取り、正確に漢字を書く問題、文中における主述との関係などに注意して書く問
　題の正答率が高い。

・　全ての区分において、全国の平均正答率を上回っていた。
・　選択式、記述式ともによくできていた。
・　人体や流れる水のはたらき等、科学的な言葉や概念を理解しており、正答率も高かった。
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「すこやかに おおらかに たくましく伸びる児童の育成」 



　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

○　家庭学習について
　・　家庭学習は学年×１０分＋１０分以上（例：２年生の場合　２×１０＋１０＝３０　⇒３０分以上）を
　　目安に推進しています。
　・　長期休業日の宿題に、全国学力テストの過去問題やアシストシート、ＷＥＢ問題等を活用して
　　います。
○　あいさつ力をさらに高めるため、週に１回運営委員会の児童を中心に「あいさつ運動」を行ってい
　　ます。（中学校区で共同で実施）あいさつカード等で意欲化も図っています。
○　学級指導だけでなく、発育測定時等の保健指導や、給食時間を活用して、栄養士による食の大
　　切さを知らせる指導や放送を行い、食に対する意欲を高めています。
○　規範教育の講演等を行い、個人情報の大切さや、ネットの怖さを学年に応じて繰り返し指導して
　　いきます。

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

◎　学力向上のための特設時間の実施
　・　効果的な基礎学力の向上を図るため、授業時間とは別に、中尾タイムという学力補充の学習を
　　行っています。　５，６年生は、火・木を中尾タイムロング（40分）とし、ひまわり学習塾の指導員や
　　低学年の学級担任も参加して、５，６年の学級担任と共にきめ細かな学習指導を行っています。
　・　月曜日の朝自習では、全校一斉にひまわり音読を行っています。休み時間にその月の音読暗
　　唱を７年生（担任以外の教員）が聞き、合格シールや賞状を渡しています。
　・　火・水・木の朝自習を使い、５年生の算数科における課題克服のための補充学習を行っていま
　　す。
○　学習指導の工夫・統一
　・　全学年、全学級で「めあてとまとめとふりかえり」を行い、児童が目的意識や学習の流れがわか
　　るように工夫しています。また、「学ボード」というツールを活用し、話し合う学習を進め、主体的・
　　対話的でより深い学びができるように取り組んでいます。
○　課題の明確化
　・　学力定着サポートシステムによる診断問題を行い、課題を明らかにして復習をしています。

「すこやかに おおらかに たくましく伸びる児童の育成」 
○ 明るく、素直で、豊かな心を持つ児童   ○ 自ら考え、知力を磨く児童 


